
  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
！ 

 

大
人
の
病
気
と
み
ら
れ
が
ち
な
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
で
す
が
、
熊
本
県
内

の
中
高
生
三
百
十
三
人
（
男
百
八
十
一
人
、
女
百
三
十
二
人
）
を
対
象
に
し
た

二
〇
〇
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
、
二
四
・
九
％
が
高
脂
血
症
、
一
〇
・

八
％
が
肥
満
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
備
軍
と
診
断
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
高
校
男
子
の
一
六
・
七
％
が
、
痛
風
を
引
き
起
こ
す
高
尿
酸
血
症

と
診
断
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ
て
い
る
主
な
疾
患
に
「
肥
満
症
」「
高
血
圧
症
」「
糖

尿
病
」
「
高
脂
血
症
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
個
々
に
起
こ
る
の

で
は
な
く
肥
満
（
特
に
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
）
が
原
因
で
、
他
の
疾

患
を
引
き
起
こ
す
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
で

す
。
四
〇
歳
以
上
の
男
性
で
は
、
四
人
に
一
人
が
、
こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
診
断
基
準
は
、

ウ
エ
ス
ト
周
囲
が
男
性
八
五
セ
ン
チ
以
上
、
女
性
九
〇
セ
ン
チ
以
上
で
、
「
血

中
脂
質
が
高
い
」「
血
圧
が
高
い
」「
血
糖
値
が
高
い
」
の
三
つ
の
う
ち
二
つ
以

上
あ
て
は
ま
っ
た
場
合
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

肥
満
が
特
に
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
富
山
医
科
薬
科
大
学
な
ど
の
研
究
チ

ー
ム
は
、
小
児
肥
満
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
心
疾
患
や
高
血
圧
の
原
因
と

な
り
、
乳
児
か
ら
の
予
防
対
策
が
必
要
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
特
に
三
歳
児
の

生
活
習
慣
の
乱
れ
、
た
と
え
ば
「
朝
食
を
時
々
食
べ
る
」
「
お
や
つ
の
時
間
を

決
め
て
い
な
い
」
と
答
え
た
グ
ル
ー
プ
は
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
」「
お
や
つ

の
時
間
を
決
め
て
い
る
」
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
、
小
学
四
年
時
に

肥
満
に
な
る
例
が
、
一
・
二
〜
一
・
八
倍
多
か
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

睡
眠
時
間
が
十
一
時
間
以
上
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
、
九
時
間
未
満
の
グ
ル

ー
プ
は
、
肥
満
が
一
・
五
倍
多
く
な
り
、
睡
眠
量
が
少
な
い
と
肥
満
に
な
り
や

す
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
は
、
大
人
の
病
気
と
考
え
ず

に
、
子
供
の
時
か
ら
、
親
が
十
分
気
を
つ
け
て
や
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
予
防
を
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

☀

☃ 

 

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
、
新
し
い
抱
負
を
抱
い
て
新
学

期
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
先
人
達
の
そ
の
抱
負
が
花
開
い

て
、
現
在
の
快
適
な
生
活
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

最
近
の
世
相
を
み
る
と
逆
に
人
類
破

壊
へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

私
の
時
代
に
は
、
貧
し
く
て
も
家
族

そ
ろ
っ
た
食
卓
の
風
景
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で

は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
事
が
珍
し

い
そ
う
で
す
。
冷
凍
食
品
の
お
か
げ

で
確
か
に
生
活
は
便
利
に
な
り
、
時

間
の
ゆ
と
り
が
出
来
た
の
で
す
か

ら
、
家
族
の
団
欒
の
時
間
が
増
え
て

も
お
か
し
く
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、 

父
親
は
残
業
で
遅
く
、
子
供
達
は
塾

通
い
で
食
事
の
時
間
は
バ
ラ
バ
ラ
。

食
事
が
終
わ
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
や
携
帯

電
話
に
没
頭
す
る
人
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
団
欒
の
時
間
は
少

な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
時
期
に
も
う

一
度
家
族
の
ぬ
く
も
り
を
再
生
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
電
子
レ
ン

ジ
で
「
チ
ン
」
し
な
い
で
。 
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    （梅田修二） 

ジャージー牛を知る！ 
ジャージー牛は、英仏海峡に浮かぶチャネル諸島のジャージー島を原産とするジャージー種と呼ばれる牛の品種

のひとつです。王室用ミルクを作るためにジャージー島で長年にわたって他の品種から隔離されて改良されたた

め、乳牛の中では最も濃厚な牛乳を出す独自の品種になりました。乳用種といえば、白黒のぶち柄が特徴のホル

スタインを想像しますが、ホルスタインの平均体重が 650kgに比べジャージー牛は、450kgと小柄になります。
平均乳量（305日）もホルスタイン 7400kgに比べジャージー牛は、5600kgと 3/4ほどしかとれません。しかし、
乳脂肪が 5.1％（ホルスタイン 3.7％）、無脂固形分が 9％以上と高いため、濃くてクリーミーな風味の牛乳になる
のです。小国町では、多くのジャージー牛が飼われており、ジャージー牛乳、ジャージーヨーグルトなどたくさ

んの乳製品があります。なおかつ、これらの製品が、他の地域より安く購入できるのです。優れた食品を地産地

消できる環境に感謝しながら、栄養を十分摂りましょう。 


